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新春のお慶びを申し上げます
公
益
社
団
法
人

　
　
　
小
田
原
法
人
会

会
長
　
神
戸
洋
一

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、旧
年
中
は
当
会
の
事
業
に

対
し
、格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
、厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、

大
阪
に
て
１
９
７
０
年
以
来
、55

年
ぶ
り
２
回
目
の
万
博
が
開
催
さ

れ
、約
３
千
万
人
の
来
場
者
数
を

記
録
し
ま
し
た
。開
催
ま
で
紆
余

曲
折
あ
り
ま
し
た
が
、西
日
本
地

域
の
活
性
化
に
大
き
く
寄
与
し
ま

し
た
。そ
し
て
つ
い
に
、国
際
園
芸

博
覧
会
が
３
月
19
日
か
ら
横
浜
の

旧
上
瀬
谷
通
信
施
設
で
開
催
さ
れ

ま
す
。大
阪
・
関
西
万
博
と
同
様

に
全
国
か
ら
沢
山
の
人
が
来
場
し
、

神
奈
川
県
全
域
が
盛
り
上
が
れ
ば

嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　

一
方
、税
制
面
に
お
い
て
は
、ガ

ソ
リ
ン
税
の
暫
定
税
率
が
12
月
31

日
で
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。減
税
分

の
財
源
確
保
が
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、51
年
ぶ
り
の
廃
止
は
、物

価
高
騰
に
苦
し
む
生
活
者
や
中
小

企
業
者
に
と
っ
て
朗
報
と
言
え
る

で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、「
年
収
の
壁
」問
題
で

は
現
行
の
１
６
０
万
円
よ
り

１
７
８
万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
る

こ
と
が
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、税
制
は
国
民
生

活
や
経
済
活
動
に
密
接
に
関
わ
っ

て
お
り
、税
務
の
知
識
は
必
要
不

可
欠
で
す
。

　

当
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、機

関
誌
や
セ
ミ
ナ
ー
等
を
通
じ
て
、

皆
様
の
事
業
に
役
立
つ
情
報
や
最

新
の
税
情
報
を
お
伝
え
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、引
き
続
き
ご
注
目

く
だ
さ
い
。

　

さ
て
、今
年
は
午
年
、馬
の
年
で

す
。元
来
植
物
の
成
長
過
程
を
表

し
て
い
た
と
い
う
干
支
の
流
れ
か

ら
す
る
と
、植
物
の
成
長
が
実
る

頃
で
あ
る
こ
と
か
ら「
実
り
」の
年
。

ま
た
、馬
は
古
来
よ
り
「
力
強
さ
」

と
「
ス
ピ
ー
ド
」を
象
徴
す
る
存

在
と
さ
れ
て
お
り
、こ
の
こ
と
か

ら
「
前
進
す
る
力
に
満
ち
た
」年

な
ど
と
言
わ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

昨
年
か
ら
の
努
力
や
成
果
が
実

り
、様
々
な
こ
と
が
前
進
し
て
い

く
こ
と
で
、私
た
ち
の
生
活
や
地

域
経
済
に
新
し
い
風
が
吹
く
こ
と

を
願
う
ば
か
り
で
す
。

　

結
び
に
あ
た
り
、会
員
各
位
の

ご
事
業
の
ご
繁
栄
と
皆
様
の
ご
健

勝
と
ご
多
幸
を
祈
念
申
し
上
げ
、

新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

旧
年
中
は
、神
戸
会
長
を
は
じ

め
、役
員
並
び
に
会
員
の
皆
様
に

は
、税
務
行
政
の
円
滑
な
運
営
に

対
し
ま
し
て
、深
い
ご
理
解
と
多

大
な
る
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り

ま
し
た
こ
と
に
、厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

貴
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、「
第
23
回 

小
学
生
の
税
の
写
真

展
」や
「
親
子
で
学
ぶ
租
税
教
室
」

な
ど
の
租
税
教
育
活
動
、各
種
研

修
会
の
開
催
な
ど
税
の
啓
発
活
動
、

ま
た
、税
に
関
す
る
広
報
活
動
な

ど
多
岐
に
渡
り
、ご
尽
力
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
、深
く
敬

意
を
表
す
る
と
と
も
に
、心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い

ま
す
。今
後
と
も
、ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、私
ど
も
は
「
納
税
者
の

自
発
的
な
納
税
義
務
の
履
行
を
適

正
か
つ
円
滑
に
実
現
す
る
」と
い

う
国
税
庁
の
使
命
を
的
確
に
果

た
す
た
め
の
施
策
の
一
つ
と
し

て
、デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｄ
Ｘ
）の
更
な
る

推
進
に
向
け
、事
業
者
の
業
務
の

デ
ジ
タ
ル
化
な
ど
社
会
全
体
の
デ

ジ
タ
ル
化
の
実
現
を
目
指
し
て
お

り
、特
に
、納
付
機
会
の
多
い
源
泉

所
得
税
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納

付
の
推
進
を
重
点
課
題
と
し
て
取

り
組
ん
で
お
り
ま
す
の
で
、引
き

続
き
会
員
の
皆
様
に
対
し
て
の
広

報
・
周
知
に
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

間
も
な
く
令
和
７
年
分
の
確

定
申
告
が
始
ま
り
ま
す
。国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申
告
書

等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」か
ら
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
て
「
マ

イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
連
携
」を
行
う
こ

と
で
、給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票

や
医
療
費
、社
会
保
険
な
ど
の
情

報
が
自
動
的
に
画
面
に
反
映
さ
れ

ま
す
。数
値
を
入
力
す
る
必
要
が

な
く
、確
定
申
告
が
更
に
簡
単
・

便
利
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

是
非
、ご
利
用
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

ま
た
、ｅ–

Ｔ
ａ
ｘ
で
確
定
申
告

を
行
う
際
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
が
必
要
に
な
り
ま
す
が
、令
和

７
年
度
は
更
新
を
多
く
迎
え
る
年

と
な
り
、有
効
期
限
が
過
ぎ
た
場

合
は
ｅ–

Ｔ
ａ
ｘ
手
続
き
を
利
用

で
き
ま
せ
ん
の
で
、有
効
期
限
切

れ
に
ご
注
意
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

早
め
の
更
新
手
続
き
を
行
っ
て
い

た
だ
く
よ
う
周
知
等
の
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

結
び
に
当
た
り
ま
し
て
、新
し

い
年
が
公
益
社
団
法
人
小
田
原
法

人
会
の
益
々
の
ご
発
展
と
会
員
の

皆
様
の
ご
繁
栄
の
年
と
な
り
ま
す

よ
う
心
よ
り
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、

新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、健
や
か
に
新
年
を

お
迎
え
の
事
と
心
よ
り

　

新
年
明
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

令
和
８
年
の
年
頭
に

当
た
り
、公
益
社
団
法

人
小
田
原
法
人
会
の
皆

様
に
謹
ん
で
ご
挨
拶
を

申
し
上
げ
ま
す
。

小
田
原
税
務
署
長

繪
柳
　
誠
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今後の事業活動スケジュール〈令和8年1月～令和8年3月〉
※詳細はお問い合わせください。事務局（0465-23-3641）

日　　時 行　事　名 場所 対象

1
月

27 日（火） 15：30 ～ 18：40 賀詞交歓会 湯本富士屋ホテル 法人

29 日（木） 14：00 ～ 16：30 決算法人説明会（1 月決算法人対象） おだわら市民交流センター UMECO 法人

2
月

16 日（月） 14：00 ～ 16：30 決算法人説明会（2 月決算法人対象） おだわら市民交流センター UMECO 法人

17 日（火） 14：00 ～ 16：30 新設法人説明会 おだわら市民交流センター UMECO 法人

3
月

16 日（月） 14：00 ～ 16：30 決算法人説明会（3 月決算法人対象） おだわら市民交流センター UMECO 法人

18 日（水） 14：00 ～ 16：30 決算法人説明会（3 月決算法人対象） おだわら市民交流センター UMECO 法人

※「決算法人説明会」及び「新設法人説明会」は先着順の事前申し込み制です。

　新会員紹介コーナー
令和 7年 9月 30 日～令和 7年 11 月 13 日（敬称略）　　　

※新入会員 9 社の内、情報公開に同意された 5 社を掲載しております。　

★小田原支部

( 有 ) 柏木酒店 柏木孝文 卸売業 小田原市成田 0465-36-0077

( 有 ) エースホームズ 飯田行弘 建設業 小田原市扇町 0465-66-5560

( 株 )UMITTO 黒田寛亮 人材紹介・レジャー 小田原市浜町 0465-27-1530

★川東支部

イーテックサービス ( 株 ) 黒澤伸行 電気工事業 小田原市中里 0465-43-6649

★湯河原・真鶴支部

( 株 )QG インターナショナル 瀬崎孝男 不動産業 湯河原町土肥 0465-46-9760

パズル・パズル・ 四字熟語四字熟語

【作者紹介】株式会社ニコリ
　日本初のパズル専門誌「パズル通信ニコリ」を発行する出版社。 （答えは 10 頁にあります）

【問題】
※空いているマスに漢字を入れて、四字熟語を完成
させましょう。
すべて完成させ、タテに読むと、また別の四字熟語
が完成します。 なんだかわかりますか？

① ②
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小学生の「税」の写真展第2
3回

　国税庁が定める「税を考える週間」（毎年11月11日～ 17日）の一環として、平成15年から始まった税の写真
展。今回は、430点の力作が小田原税務署管内（２市８町）の子どもたちから寄せられ、ダイナシティウエス
トにて11月８日（土）、９日（日）の２日間にわたって開催いたしました。入賞作品は下記の通りです。（敬称略）

「夕暮れのダム」
中戸川　隼士（３年）

「夕暮れの市役所」
佐野　凜音（６年）

「これぞ小田原」高橋　真琴（５年）

「あっ！ドクターヘリ発見 !!」
飛田　結香（２年）

税務署長賞
「空の救急車、
Dr ヘリ現る !!」
飛田　和真（４年）

銀賞銀賞 銀賞銀賞

銅賞銅賞銅賞銅賞 銅賞銅賞

金賞金賞

「水と笑顔のじゅんかん」
戸佐　柚月（５年）

税理士会
小田原支部長賞
「暑いなか、
ありがとうございました」

久保　愛実（１年）

「閉校と新しい道」
越水　里香（４年）
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事
業
フ
ォ
ト
グ
ラ
フ
ィ
ー

＊
各
事
業
は
「
法
人
会
だ
よ
り
」
や
「
地
域
情
報
紙
」
に
て
随
時
案
内
中
！

●
小
田
原
税
務
署
長
表
彰

　

井
上
勝
典
氏　
　

㈱
井
上

　

清　

元
秀
氏　
　

㈱
フ
ジ
ミ

　

籔
田
澄
雄
氏　
　

㈲
籔
田
鉄
工
所

●
小
田
原
税
務
署
長
感
謝
状

　

関
野　

功
氏　
　

ア
ソ
ー
熱
工
業
㈱

　

高
橋
祐
造
氏　
　

㈲
高
橋
巌
商
店

●
小
田
原
県
税
事
務
所
長
表
彰

　

高
橋
祐
造
氏　
　

㈲
高
橋
巌
商
店

●
東
京
国
税
局
長
表
彰

　

勝
俣
德
彦
氏　
　

㈱
勝
俣
組

●
女
性
部
会

　

★
己
書
体
験
会
（
テ
ー
マ:

ク
リ
ス

マ
ス
）

　

・
11
月
21
日
（
金
）　

参
加
者
20
名

　

11
月
13
日
（
木
）
小
田
原
三
の
丸
ホ
ー
ル
に
て
、
団
体
の
活
動
を
通
じ

て
納
税
道
義
の
高
揚
に
功
績
が
あ
っ
た
と
し
て
、
役
員
６
名
に
対
し
て
表

彰
状
並
び
に
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
７
年
度　

納
税
表
彰
式

　
　
　
　

（
小
田
原
税
務
署
・
小
田
原
県
税
事
務
所　

共
催
）
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●
税
制
改
正
要
望
活
動（
税
制
委
員
会
）

　

全
国
法
人
会
総
連
合
で
取
り
ま
と
め

ら
れ
た
「
令
和
８
年
度
税
制
改
正
に
関

す
る
提
言
」
を
管
内
２
市
８
町
の
首
長

に
提
出
し
ま
し
た
。

600 タイトル以上の
セミナー動画が見放題

無料インターネットセミナー
いつでもどこでも！

ＩＤ：hj0235
パスワード：3641

今すぐ　小田原法人会　　　　で検索

●
事
業
研
修
委
員
会

　

10
月
４
日
（
土
）
神
奈
川
県
法
人
会

連
合
会
主
催「
地
域
社
会
貢
献
活
動（
海

岸
清
掃
）」
が
本
年
は
小
田
原
「
御
幸

の
浜
海
岸
」
に
て
開
催
さ
れ
、
当
会
か

ら
は
14
名
で
参
加
し
ま
し
た
。

　

相
模
湾
は
、
日
本
で
獲
れ
る
魚
の

約
４
０
０
０
種
の
う
ち
約
１
３
０
０

種
の
魚
が
獲
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
今
号
よ
り
、
小
田
原
漁
港

（
早
川
漁
港
）
に
水
揚
げ
さ
れ
る
魚

を
年
４
回
に
亘
っ
て
ご
紹
介
い
た
し

ま
す
。

株
式
会
社
か
ね
や
所
属

元
気
に
お
魚
を
配
達
し
て
ま
す
!!

犬
好
き
の
27
歳（
愛
犬
　
茶
々
丸
6
歳
）

●
作
者
紹
介

高
野
萌
菜

表
紙
の
紹
介

「
ア
ジ
」「
ハ
ナ
ダ
イ
」



会員募集中です（一言あなたのお口添えを）
7

令和 8年度の年会費について

　◆年会費（4 月 1 日～翌 3 月 31 日）
正会員：1 口 12,000 円　※口数制を採用しております。
賛助会員：　  6,000 円

　◆口座振替の方
振替日：毎年 7 月 3 日　※土・日・祝日の場合は翌営業日となります。
手数料：当会にて負担いたします。

　◆お振込みの方
請求書：4 月下旬～ 5 月上旬頃に郵送します。
手数料：ご負担願います。

　◆その他
①当会の年会費は、消費税が課税されません（不課税）
②未納会費がある場合は、上記金額に未納分を加算して請求させていただきます。
③領収書が必要な場合は、事務局（電話：0465-23-3641）までご連絡ください。
④年会費は、いかなる理由があっても返金できませんのでご了承ください。
⑤当会ではお申し出がない限り、次年度も自動的に会員として継続されます。

やむを得ず退会される場合は、3/31 までに退会届をご提出ください。
退会時に未納会費がある場合は、請求書をお送りさせていただきますので、ご精算
をお願いいたします。
なお、大同生命保険、ＡＩＧ損害保険、アフラックとご契約されている方は、団体
割引の特典が受けられなくなりますので、ご注意ください。

未加入のお取引先・お知り合いの方がおられましたら、
入会をお勧めください。

会員増強運動　　　　
実施中！入って良か

った！ 法人会を目指しま
す

様々な経営者との交流で、
良き経営者を目指す！

税の正しい知識を
身につける！

税
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２
０
２
６
年
は
「
午
（
う
ま
）

年
」。
難
し
く
い
え
ば
「
丙
午

（
ひ
の
え
う
ま
）」
の
年
で
あ
る
。

甲
・
乙
・
丙
…
の
十
干
（
じ
っ

か
ん
）
と
子
・
丑
（
う
し
）・

寅
（
と
ら
）
…
の
十
二
支
を
組

み
合
わ
せ
た
「
十
干
十
二
支
」

だ
が
、
10
と
12
の
最
小
公
倍
数

は
60
。
そ
の
た
め
、
丙
午
は
60

年
に
一
度
や
っ
て
く
る
。

　

な
ぜ
世
間
は
こ
の
年
を
注
目

す
る
の
か
。「
丙
午
の
年
に
生

ま
れ
た
『
女
性
』
は
気
性
が
激

し
く
、
夫
の
寿
命
を
縮
め
る
」

と
か
。
い
や
、
こ
れ
は
セ
ク
ハ

ラ
で
は
な
く
、
昔
か
ら
の
迷
信

の
ひ
と
つ
な
の
だ
。
そ
の
た
め

「
も
し
、
女
の
子
が
生
ま
れ
た

ら
…
」
と
い
う
心
配
か
ら
「
生

み
控
え
」
が
起
こ
る
。
前
回
の

丙
午
、
１
９
６
６
年
の
出
生
率

は
前
年
よ
り
25
％
ほ
ど
も
下

が
っ
た
と
い
う
デ
ー
タ
が
あ
る

ほ
ど
だ
。

　

子
ど
も
を
持
ち
た
い
と
願
っ

て
い
る
お
二
人
さ
ん
。
ま
さ
か
、

い
ま
ど
き
こ
ん
な
迷
信
を
信
じ

な
い
で
し
ょ
う
ね
。
少
子
化
問

題
は
国
是
と
し
て
取
り
組
ま
ね

ば
な
ら
な
い
問
題
な
の
で
す
よ
。

午
年
生
ま
れ
は
、
火
の
性
質
を

持
っ
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
で

行
動
力
が
あ
る
。
お
ま
け
に
、

男
女
問
わ
ず
、
周
囲
に
強
い
印

象
を
与
え
る
…
と
、
手
元
の
資

料
に
書
い
て
あ
る
。
強
く
て
良

い
子
に
育
つ
よ
う
だ
。

　
「
夫
の
寿
命
を
縮
め
る
く
ら

い
だ
か
ら
、
周
囲
に
強
い
印
象

を
与
え
る
」
だ
っ
て
？　

そ
れ

は
言
わ
な
い
お
約
束
！

【
筆
者
紹
介
】
藤
木
順
平
（
ふ

じ
き
・
じ
ゅ
ん
ぺ
い
）
フ
リ
ー

ラ
ン
ス
ラ
イ
タ
ー
。
日
本
笑
い

学
会
会
員
。

７つの間違い探し
＊右の絵と左の絵には相違点が７か所あります。
　見つかりますかな？（答えは 10 頁にあります）

【作者紹介】神谷一郎（かみや・いちろう）　
　専修大学法学部卒業後、漫画プロダクションを経て漫画家に。現在はフリーランスのイラストレーターと
して、雑誌・広告・水彩画挿絵等で活躍中。

強い子に育て、
丙午生まれ
フリーランスライター
藤木順平
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小田原労働基準監督署からのお知らせ
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税に関する無料相談所

小田原支部の税理士が直接相談に応じます。もちろん、ご相談内容の秘密は厳守いたします。
来所相談、電話相談ともに事前に電話で相談日の予約をしてください。
詳しくは、電話またはホームページでご確認ください。

場所 小田原箱根商工会議所会館６階　東京地方税理士会小田原支部事務局

電話 0465-24-0195

相談日時 毎週水曜日 13時30分～16時
※毎月25日以降はなし。1月1日～10日、2月16日～3月15日は休み。

相談内容 税務相談・税務書類の書き方指導等。

　

日
本
政
策
金
融
公
庫
・
小
田
原

支
店
（
国
民
生
活
事
業
）
で
は
、

幅
広
い
業
種
の
事
業
を
営
む
方

に
、
商
品
仕
入
資
金
、
ボ
ー
ナ
ス

資
金
、
諸
経
費
支
払
資
金
等
の
運

転
資
金
や
店
舗
改
装
、
機
械
購
入

等
の
設
備
資
金
の
融
資
を
お
取
り

扱
い
し
て
お
り
ま
す
。

　

長
期
の
ご
返
済
で
、
利
息
は
固

定
金
利
で
す
。

　

こ
の
他
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ

ス
支
援
資
金
（
7
2
0
0
万
円

以
内
）・
経
営
環
境
変
化
対
応
資

金
（
4
8
0
0
万
円
以
内
）
な

ど
様
々
な
融
資
制
度
が
あ
り
ま

す
。

日
本
政
策
金
融
公
庫
小
田
原
支
店

（
国
民
生
活
事
業
）

融
資
相
談
係
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

☎
０
５
７
０
（
０
４
１
）
４
２
０

「
事
業
資
金
」
受
付
中
!!

日
本
政
策
金
融
公
庫

小
田
原
支
店
（
国
民

生
活
事
業
）
か
ら
の

「
お
知
ら
せ
」

〈融資制度の概要〉

★審査の結果、お客様のご希望に沿えないことがあります。

一般貸付 経営環境変化対応資金 新規開業スタート
アップ支援資金 ソーシャルビジネス支援資金

ご融資額 4,800 万円以内 4,800 万円以内 7,200 万円以内 7,200 万円以内
ご 返 済
期 間

運転 7年以内
設備 10 年以内

運転 8年以内
設備 15 年以内

運転 10 年以内
設備 20 年以内

運転 10 年以内
設備 20 年以内

対 象 者 事業を営むほとんどの
業種の方

社会的、経済的環境の
変化等外的要因により、
一時的に売上の減少等
業況が悪化をきたして
いるが、中長期的には
その業況が回復し発展
することが見込まれる
方

新たに事業を始める方
または事業開始後おお
むね 7年以内の方

次の 1または 2に該当する方
1.NPO法人
2.NPO法人以外であって、
次の（1）または（2）に該当
する方
　（1）保育サービス事業、介
護サービス事業等を営む方
　（2）社会的課題の解決を目
的とする事業を営む方

　

ま
た
当
公
庫
で
は「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」

も
お
取
り
扱
い
し
て
お
り
ま
す
。
国
の
教

育
ロ
ー
ン
に
つ
き
ま
し
て
は
、
教
育
ロ
ー

ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●
教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　

０
５
７
０ —

 

０
０
８
６
５
６

　

０
３
（
５
３
２
１
）
８
６
５
６

７
つ
の

間
違
い
探
し

パズル・パズル・ 四字熟語四字熟語
間違い探し『うかれ坊主』の答え
①後ろの明かり（左上）
②目線（中上）
③日の丸（中央）
④「水」と「氷」（右中）
⑤桶の傾き（左下）
⑥面の悪の字（中下）
⑦悪の化身の数（右下）

【答え】 ①
本
家
本
元

②
黒
白
分
明
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職場の睡眠対策が欠かせない時代です
産業カウンセラー　柏木勇一

◆会議中つい眠ってしまった、どうしようと訴える社員
　このような相談をしてきたのは、運送会社管理部３０代のＡさん。社歴１３年で運送業務
から管理部門に異動して３年。効率的な輸送ルートについて話し合う昼食後の会議で、突然
睡魔に襲われウトウトした瞬間、上司から「気合が入っていない」と大声で叱られたのです。
クスクス笑う同僚、舟をこいでいる人もいました。睡眠は問題ないのにどうして眠ってしま
うのか、という問い合わせでした。
　皆さんはどう考えますか？ 睡眠時間は個人によって、またシフト勤務など働き方によって
も異なります。睡眠のメカニズムはまだ解明されていない部分はありますが、睡眠そのもの
について理解が足りないという日本の現状は指摘できます。昼食後に眠気に襲われるのは普
通の現象で、その時間帯に会議をすること自体にも問題があるのです。睡眠について間違っ
た解釈をすることで業績にも影響することをぜひ理解してください。

◆「昼食後は睡魔に襲われる」ことを忘れない対応を
　睡眠研究で著名なスタンフォード大学の西野精治教授は、日本人はＯＥＣＤ諸国の中でも
睡眠時間が短いとされ、健康を損ねたり、生産性低下の一因にもなっていると指摘しています。
厚労省も、たまった睡眠不足を「睡眠負債」と表現して改善を進めています。もう１０年前
になりますが、厚労省は「健康づくりのための睡眠指針」を作成、午後３時前の２０～３０
分の短い昼寝でリフレッシュすることを推奨しています。「睡眠負債」対策より一歩進んだ「戦
略的仮眠」と呼ばれる、より効率的にクリエイティブに仕事をするための職場の対応、それ
が昼寝の勧めです。
　Ａさんの職場のような昼食後の会議は、多くの職場では通常のことかもしれませんが、実
は人間の睡眠リズムを軽視していると言えるでしょう。睡魔に襲われる時間に仮眠をとるこ
とで、①能率が上がる、②前日の疲れが取れる、③ストレスが減る、などの効果があること
を西野教授は強調しています。

◆昼でも職場に仮眠室を設けている職場もあります
　まだ一部の企業ですが、短時間の昼寝を導入したところ、午後の仕事に取り組む姿勢が前
向きになった、という事例があります。外資系企業が多いのですが、仮眠室を設けて対応し
ている大手不動産会社の場合、時間帯は一番眠気が強くなる午後２時前後。仮眠時間は２０分。
机に顔を伏せて眠る方法。これだけでもリフレッシュ効果が出て、作業効率が上がったと報
告されています。
　問題はシフト勤務。製造業だけではなく、病院、警察署、消防署なども交代勤務で２４時
間をカバーしています。それぞれが睡眠対策を工夫していますが簡単ではないでしょう。夜
間の職場で高照度のライト、特にブルーライトを使ってメラトニンの分泌を抑え、勤務中で
も眠くならない状態を作っている工場もあります。
　生体のリズムを維持する職場の睡眠対策は重要、ということを今回は指摘しました。「うち
の会社は無理だよ」と諦めないで皆で考えませんか。睡眠時無呼吸症候群という怖い病気も
ありますが、これは専門医による治療の領域です。　　　　

【筆者紹介】柏木勇一（かしわぎ・ゆういち）　大学卒業後、新聞社勤務を経て、現在ＥＡＰ
企業でカウンセラーとして活動。産業カウンセラー、家族相談士、交流分析士。
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読
者
の
皆
様
は
ト
カ
ラ
列
島
の

こ
と
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
？

　

ト
カ
ラ
列
島
は
南
西
諸
島
北
部

に
位
置
し
、
屋
久
島
か
ら
奄
美
大

島
の
間
に
点
在
す
る
島
嶼
群
で

す
。
行
政
的
に
は
鹿
児
島
県
十
島

村
に
所
属
し
、
7
つ
の
有
人
島
と

5
つ
の
無
人
島
の
計
12
島
で
構
成

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
配
置
は
北
か

ら 

口
之
島
、
中
之
島
、
臥
蛇
島
、

小
臥
蛇
島
、
平
島
、
諏
訪
之
瀬
島
、

悪
石
島
、
宝
小
島
、
小
宝
島
、
宝

島
、
上
ノ
根
島
、
横
当
島
の
順
で
、

最
北
の
口
之
島
か
ら
最
南
の
横
当

島
ま
で
は
1
6
0
k
m
の
距
離

が
あ
り
、
十
島
村
は
日
本
で 

一

番
長
い
村
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

昨
年
は
、
そ
の
ト
カ
ラ
列
島
の

悪
石
島
付
近
の
近
海
で
群
発
地
震

が
発
生
、
今
で
も
続
い
て
い
て
、

島
民
の
皆
様
は
、
鹿
児
島
市
内
な

ど
に
一
時
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ

る
な
ど
大
変
な
状
況
が
続
き
ま
し

た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
耳
に
す
る

機
会
が
増
え
、
読
者
の
皆
様
の
記

憶
に
も
残
さ
れ
て
い
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　

ト
カ
ラ
列
島
に
は
、
学
名
に
エ

レ
ガ
ン
ス
を
冠
す
る
日
本
で
最
も

美
し
い
と
言
わ
れ
る
ト
カ
ラ
ノ
コ

ギ
リ
ク
ワ
ガ
タ
を
は
じ
め
、
マ
メ

ク
ワ
ガ
タ
や
ト
カ
ラ
コ
ク
ワ
ガ
タ
、

そ
し
て
、
ト
カ
ラ
、
ナ
カ
ノ
シ
マ
、

ガ
ジ
ャ
ジ
マ
亜
種
の
ネ
ブ
ト
ク
ワ

ガ
タ
や
、
タ
カ
ラ
ヒ
ラ
タ
ク
ワ
ガ

タ
と
い
っ
た
固
有
亜
種
も
産
し
、

ク
ワ
ガ
タ
や
コ
ガ
ネ
ム
シ
好
き
の

筆
者
に
は
、
た
ま
ら
な
く
魅
力
的

な
島
な
の
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
ト
カ
ラ

列
島
が
属
す
る
十
島
村
で
は
、

２
０
０
４
年
６
月
施
行
の
十
島
村

昆
虫
保
護
条
例
に
よ
り
、
現
在
で

は
許
可
の
な
い
調
査
・
採
集
は
禁

止
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
筆
者
は
、

幸
い
、
あ
り
が
た
く
も
諸
先
輩
方

か
ら
の
推
薦
と
お
力
添
え
を
頂
い

た
上
で
、
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
学

会
誌
等
に
発
表
し
て
ま
い
り
ま
し

た
研
究
成
果
が
認
め
ら
れ
、
十
島

村
よ
り
正
式
な
許
可
を
得
て
調

査
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

２
０
１
１
年
よ
り
、
甲
虫
の
学
術

調
査
を
行
っ
て
き
ま
し
た
中
で
、

ト
カ
ラ
初
記
録
と
な
る
ホ
ソ
ヒ
ョ

ウ
タ
ン
ゾ
ウ
ム
シ
や
、
そ
れ
ぞ
れ

の
島
で
初
記
録
と
な
る
甲
虫
類
を

30
種
類
以
上
記
録
し
、
学
界
誌
上

で
新
た
な
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。　
　
　

　

今
回
は
そ
の
中
か
ら
、
友
人
２

名
で
渡
島
し
た
２
０
１
２
年
７
月

の
口
之
島
で
の
昆
虫
調
査
旅
行
記

を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

口
之
島
は
、
ト
カ
ラ
列
島
の
中

で
、
九
州
本
土
に
最
も
近
い
北
端

の
島
で
、
島
に
渡
る
船
は
、
鹿
児

島
港
か
ら
夜
の
11
時
に
出
航
し
ま

す
。
但
し
船
は
毎
日
出
航
さ
れ
る

わ
け
で
は
な
く
、
週
に
２
回
で
、
奄

美
大
島
ま
で
行
き
、
奄
美
大
島
か

ら
今
度
は
最
南
端
の
宝
島
を
ス
タ
ー

ト
に
折
り
返
し
の
運
航
と
な
り
ま

す
。
そ
し
て
、
船
は
波
が
高
い
と

欠
航
と
な
り
ま
す
。
筆
者
は
、
こ

の
前
年
、
諏
訪
之
瀬
島
に
渡
っ
た

際
台
風
が
発
生
し
、
島
に
１
週
間

以
上
閉
じ
込
め
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
会
社
に
は
３
週
間
戻
れ
ず
普

通
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
し
た
ら
多
分

ク
ビ
に
な
って
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
・・・

　

幸
い
に
も
、
今
回
は
海
が
荒
れ
る

こ
と
も
な
く
、
翌
日
の
午
前
５
時
、

無
事
目
的
地
で
あ
り
ま
す
口
之
島

へ
無
事
定
刻
に
到
着
し
ま
し
た
。

　

ト
カ
ラ
の
島
々
に
は
、
コ
ン
ビ

ニ
も
食
堂
も
あ
り
ま
せ
ん
。
少
し

の
食
べ
物
を
売
っ
て
い
る
売
店
が

１
軒
だ
け
、
と
い
う
島
が
ほ
と
ん

ど
で
、
小
宝
島
に
お
き
ま
し
て
は

１
軒
も
あ
り
ま
せ
ん
。
売
店
が

あ
っ
て
も
、
夕
方
の
１
時
間
し
か

開
い
て
い
な
い
、
と
い
っ
た
店
が

ほ
と
ん
ど
で
す
。
自
動
販
売
機
や

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
も
ほ
と
ん
ど

無
い
で
す
。
よ
っ
て
、
食
べ
物
や

飲
み
物
を
、
昆
虫
調
査
を
す
る
前

に
は
し
っ
か
り
と
確
保
し
て
お
か

な
い
と
、
特
に
夏
は
脱
水
症
な
ど

危
険
で
す
。
金
融
機
関
も
口
之
島

に
は
、
郵
便
局
が
１
軒
あ
り
ま
す

が
、
他
の
島
に
ま
っ
た
く
な
い
島

も
あ
り
ま
す
。
自
然
は
い
っ
ぱ
い

で
す
が
、
何
も
無
い
の
で
す
。

　

港
に
着
く
と
、
今
回
宿
泊
す
る

民
宿
「
く
ろ
し
お
の
宿
」
の
お
か

み
さ
ん
が
車
で
迎
え
に
来
て
く
れ

て
お
り
ま
し
た
。「
く
ろ
し
お
の

宿
」
の
ご
主
人
は
、
釣
り
船
を

持
っ
て
お
ら
れ
、
海
が
穏
や
か
な

日
に
は
海
に
出
て
、
滞
在
中
新
鮮

な
魚
を
毎
日
釣
っ
て
き
て
く
れ
ま

し
た
。
女
将
さ
ん
の
作
る
料
理
は

ボ
リ
ュ
ー
ム
満
点
で
、
と
て
も
美

味
し
く
、
コ
ン
ビ
ニ
や
食
堂
は
無

く
て
も
と
て
も
満
足
な
食
事
を
味

わ
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　　

さ
て
、
し
ば
ら
く
民
宿
で
休
憩

を
と
っ
た
後
は
さ
っ
そ
く
昆
虫
を

見
つ
け
る
た
め
の
バ
ナ
ナ
の
ト

▲日本一美しいクワガタ
　トカラノコギリクワガタ

▲お世話になった民宿
「くろしおの宿」のご主人

▲トカラ列島へ渡るフェリー

自
然
は
い
っ
ぱ
い
、
た
だ
し

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
と
は

い
か
な
い
ト
カ
ラ

恐
ろ
し
い

野
生
牛
が
い
る
島
ト
カ
ラ

日
本
で
一
番
長
い
島 

そ
れ
は
鹿
児
島
県

十
島
村
　
ト
カ
ラ

陸
の
孤
島
　
ト
カ
ラ

口
之
島 

訪
問
記

口
之
島 

訪
問
記

吐
喇
列
島

吐
喇
列
島

ト
カ
ラ

ト
カ
ラ

～恐ろしい～恐ろしい

野生牛の野生牛の

　 住む島　 住む島

むしの話
その２
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ラ
ッ
プ
（
仕
掛
け
）
を
設
置
す
る

な
ど
の
た
め
、
山
に
向
か
い
ま
す
。

口
之
島
に
は
道
は
き
わ
め
て
悪
い

で
す
が
、
島
内
を
１
周
で
き
る
林

道
が
あ
り
ま
す
。
村
落
は
北
部
の

一
部
の
み
に
な
り
ま
す
。
セ
ラ
ン

マ
温
泉
付
近
～
燃
岳
と
い
う
山
の

付
近
に
は
野
生
牛
の
住
む
エ
リ
ア

が
広
範
囲
に
広
が
っ
て
い
て
、
牛

達
が
林
道
を
堂
々
と
歩
い
て
い
ま

す
。
黒
や
茶
色
な
ど
色
々
な
色
の

牛
が
い
て
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
お

と
な
し
く
、
近
づ
く
と
自
然
に
道

路
わ
き
に
よ
け
た
り
、
林
の
中
に

逃
げ
去
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
友
人
が
捕
虫
網
の
竿

を
使
っ
て
木
に
バ
ナ
ナ
の
ト
ラ
ッ

プ
を
設
置
し
て
い
た
時
の
こ
と
で

す
。
身
体
の
ひ
と
き
わ
大
き
な
牛

（
全
身
真
っ
黒
な
体
長
２
ｍ
く
ら

い
あ
っ
た
で
し
ょ
う
か
）
が
ゆ
っ

く
り
と
私
達
の
方
に
近
づ
い
て
来

ま
す
。目
は
穏
や
か
で
す
が
、ゆ
っ

く
り
と
、
で
も
の
っ
し
の
っ
し
と

堂
々
た
る
風
格
で
近
づ
い
て
来
ま

す
。
私
は
友
人
に
「
牛
が
近
づ
い

て
来
ま
す
よ
。危
な
い
で
す
よ
！
」

と
巨
大
牛
に
気
づ
か
れ
ぬ
よ
う
に

小
声
で
呼
び
か
け
ま
し
た
。
友
人

は
、
ト
ラ
ッ
プ
を
仕
掛
け
る
こ
と

に
夢
中
で
「
木
崎
さ
ん
、
こ
ん
な

牛
、
何
で
も
無
い
で
す
よ
、
お
と

な
し
い
犬
み
た
い
な
も
ん
で
す
、

大
丈
夫
で
す
よ
。」
と
言
っ
て
竿

を
持
っ
た
ま
ま
ト
ラ
ッ
プ
掛
け
に

集
中
し
て
い
ま
す
。
怖
が
り
の
私

は
後
ず
さ
り
し
て
そ
の
場
を
ゆ
っ

く
り
と
離
れ
、「
危
な
い
で
す
！
、

牛
、
逃
げ
ま
せ
ん
！！
」
と
言
う
と

さ
す
が
に
友
人
も
牛
が
気
に
な
っ

た
の
か
、
一
瞬
、
牛
の
方
を
振
り

返
り
ま
し
た
。
す
る
と
な
ん
と
！

そ
の
瞬
間
、
牛
が
目
を
血
走
ら
せ
、

あ
の
ス
ペ
イ
ン
の
闘
牛
士
に
立
ち

向
か
う
ポ
ー
ズ
、
前
足
を
曲
げ
て

上
げ
る
「
臨
戦
態
勢
の
体
勢
」
を

と
っ
た
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
！

　

さ
す
が
に
勇
敢
な
友
人
も
緊
張

気
味
で
す
。
ゆ
っ
く
り
と
牛
に
対

峙
し
な
が
ら
後
ず
さ
り
し
始
め
ま

す
。
思
い
切
り
伸
ば
し
た
竿
の
先

端
に
バ
ナ
ナ
が
ぶ
ら
下
が
っ
た
状

態
の
竿
を
持
っ
た
ま
ま
で
す
。
牛

は
友
人
を
鋭
い
眼
光
で
睨
め
つ
け

て
い
ま
す
。
友
人
は
牛
と
正
対
し
、

下
が
り
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
、
ゆ
っ

く
り
と
牛
と
の
距
離
を
と
っ
て
い

き
ま
す
・
・
・
緊
張
の
時
間
は
数

十
秒
続
き
ま
し
た
・
・
・
竿
を
下

ろ
し
な
が
ら
私
の
付
近
ま
で
下
が

る
と
牛
の
興
奮
も
や
や
お
さ
ま
っ

た
よ
う
で
、
足
を
下
げ
、
ふ
た
た

び
元
の
牛
の
目
に
戻
り
ま
し
た
。

口
之
島
上
陸
早
々
、
赤
い
布
で
は

な
く
、
バ
ナ
ナ
の
入
っ
た
ス
ト
ッ

キ
ン
グ
の
袋
の
付
い
た
竿
を
持
っ

た
マ
タ
ド
ー
ル
と
、
野
生
牛
の
対

峙
す
る
緊
迫
し
た
シ
ー
ン
を
目
の

当
た
り
に
し
ま
し
た
。

　

民
宿
に
戻
り
宿
の
女
将
さ
ん
に

こ
の
話
を
す
る
と
「
そ
の
牛
は
ボ

ス
牛
だ
。」
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

あ
ま
り
の
恐
ろ
し
さ
に
私
は
こ
の

牛
に
カ
メ
ラ
を
向
け
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

２
０
２
５
年
は
、
各
地
で
熊
の

出
現
が
相
次
ぎ
、
多
く
の
人
が
被

害
に
あ
い
ま
し
た
が
、
大
き
な
角

を
持
っ
た
口
之
島
の
ボ
ス
野
生
牛

も
そ
れ
は
そ
れ
は
恐
ろ
し
い
存
在

で
す
。
あ
の
角
で
ひ
と
突
き
さ
れ

た
ら
…
と
今
で
も
恐
怖
が
蘇
り
ま

す
。

　

長
い
竿
を
振
り
回
す
見
慣
れ
ぬ

門
外
漢
に
は
、
敵
意
を
む
き
出
し
に

す
る
ボ
ス
牛
で
す
が
、
普
通
の
旅

行
者
に
は
大
人
し
い
？
と
思
わ
れ

ま
す
の
で
、
動
物
好
き
の
方
は
ぜ

ひ
訪
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

　

新
鮮
な
魚
や
大
名
竹
と
い
っ
た

柔
ら
か
い
た
け
の
こ
、
干
し
た
飛

び
魚
な
ど
、
お
い
し
い
名
産
も
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

セ
ラ
ン
マ
温
泉
と
い
う
無
人
の

温
泉
が
あ
り
、
村
役
場
の
出
張
所

で
鍵
を
借
り
て
、
自
分
で
温
泉
を

浴
槽
に
入
れ
、
少
し
の
協
力
金
を

ポ
ス
ト
に
入
れ
る
だ
け
で
誰
で
も

入
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
温
泉
の

帰
り
に
夜
空
を
見
上
げ
れ
ば
、
そ

こ
に
は
素
晴
ら
し
い
星
空
が
観
ら

れ
ま
す
。
天
の
川
や
運
が
良
け
れ

ば
流
れ
星
も
観
る
こ
と
が
で
き
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
大
自
然
に
ご

興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
一
度
訪
ね

ら
れ
て
は
い
か
か
で
し
ょ
う
か
。
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▲村落への野生牛侵入防止柵
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新
鮮
な
魚
、
温
泉
、

夜
空
も
美
し
い

ト
カ
ラ
～
口
之
島



会員増強にご協力ください
14

小田原県税事務所からのお知らせ

法人の県民税・事業税の超過課税を実施しています
　神奈川県では、生活環境や都市基盤の整備といった特別な財政需要に対応するため、中小法人のご負担
に配慮しつつ、法人県民税は昭和 50 年、法人事業税は昭和 53 年から超過課税を実施しています。
　令和 7 年 11 月以降の 5 か年においても、超過課税を実施させていただき、県民生活や企業活動に直結す
る喫緊の行政課題への対応に努めてまいりますので、皆様のご理解とご協力をよろしくお願いいたします。
●　法人の県民税・事業税の超過課税の概要
　１　適用期間

令和７年 11 月 1 日から令和 12 年 10 月 31 日までの間に終了する事業年度分について適用（５年間）
　２　税率（変更なし）

法人県民税（法人税割）：1.8%（標準税率は１%）
法人事業税：特別法人事業税と合わせた実質的な税負担が標準税率の５％増しとなるよう設定
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※詳しい税率についてはこちらをご覧ください ▶

　３　中小法人に対する不均一課税（変更なし）
次の基準に該当する場合は、超過課税の対象となりません。
法人県民税（法人税割）：資本金の額又は出資金の額が２億円以下で、かつ、法人税額が年 4,000 万円
　　　　　　　　　　　  以下の法人
法人事業税：資本金の額又は出資金の額が２億円以下で、かつ、所得金額が年１億 5,000 万円
　　　　　　（収入金額を課税標準とする法人にあっては、収入金額が年 12 億円）以下の法人

●　超過課税を活用して推進する事業
　１　経済対策の推進

県内経済の基盤強化を図るため、生産性向上への支援や、人材確保への支援など経済対策に取り組みます。
　　　・　生産性向上に資する設備導入に対する支援
　　　・　働きやすい職場環境の整備など人材確保への支援
　２　災害に強い県土づくりの推進

これまで「水防災戦略」に基づき進めてきた河川の整備等の大規模水害対策や令和７年３月に改定し
た「地震防災戦略」に基づく大規模地震対策など、災害に強い県土づくりに継続して取り組みます。

　　(1)　台風・豪雨・火山などの自然災害対策
　　　・　「水防災戦略」に基づく河川の整備等の大規模水害対策
　　　・　治山施設・林道施設の整備・強靭化
　　(2)　地震・津波対策の一層の強化
　　　・　「地震防災戦略」に基づく減災対策
　　　・　電線の地中化など
　　(3)　災害に備えた社会基盤施設の整備
　　　・　トンネル、橋などの安全性向上
　　(4)　災害時に重要な役割を果たす県有施設や県立学校等の耐震改修
　　　・　災害時の避難所等の拠点として重要な役割を果たす県有施設、警察署、県立高校等
　３　県内経済の持続的な発展に向けた幹線道路の整備

災害時における物資輸送や経済活動の早期再開に資するため、自動車専用道路や幹線道路の整備に継
続して取り組みます。

　　　・　自動車専用道路やインターチェンジ接続道路、地域の交流と連携を支える幹線道路の整備
　　　　　　　　　　　　　　※活用事業・実績の詳細についてはこちらをご覧ください ▶ 

お問合せ先は、
〒 231-8588　神奈川県横浜市中区日本大通１　神奈川県庁　電話 (045)210-1111（代表）
■超過課税の仕組みに関することについては
　総務局財政部税制企画課（内線 2306）または最寄りの県税事務所
■超過課税の活用に関することについては
　総務局財政部財政課（内線 2266 〜 2268）
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小田原税務署からのお知らせ
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に

会
員
の
皆
様
、
会
社
・
お
店
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
せ
ん
か
！　

掲
載
は
「
無
料
」
で
す
！

よい情報を提供します ふれあい　いんふぉめーしょん

〒250-0011小田原市栄町1-6-4 勝俣組ビル4階 TEL.0465-23-3641
FAX.0465-23-5109

公益社団法人　小田原法人会

http://www.odawara-hojinkai.com

公益
社団法人 小田原法人会

上の会員ラベルを切り取って、法人税確定申告書の別表１の「欄外の上部中央余白」
に貼付けてください。e-Taxご利用の場合は、「法人事業概況説明書」の「16加入組合
等の状況」欄に（公社）小田原法人会と入力してください。


